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Chuo Vision 2025

https://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/chuovision2025/

実現可能性を重視した多面的な国際化の展開（Chuo Global -X）を策定中央大学は 「實地應用ノ素ヲ養フ」 の建学の精神のもと、全学の叡智を結集して伝統を絶えず更新・

革新し、高度かつグローバルな知の実践者として実地応用の力を備え、社会の変革の担い手となる

人材を育成しつづけてまいりました。2015年度に策定した中長期事業計画 「Chuo Vision 2025」 

は2021年度に第2期を迎えました。2025年までに中央大学が果たすミッションを掲げ、創立150

周年（2035年）へ続く未来に繋げるため、推進してまいります。

　社会のグローバル化が進展し、地球規模の課題が深刻化するなか、人類の福祉に貢献する人材を育

成するという本学の使命を達成するため、「本学の国際化の将来構想について－ 実現可能性を重視した

多面的な国際化の展開－（Chuo Global-X ）」を策定しました。

Chuo Global - Xの推進Chuo Global - Xの推進
次期・中長期事業計画に必要な財源の確保次期・中長期事業計画に必要な財源の確保

グローバルな視野と実地応用の力を備え、
人類の福祉に貢献する人材の育成
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安定財源の確保
寄付金の活用
外部資金の獲得

魅力ある受け入れ環境整備と
獲得に向けた戦略的なスキーム
#YouAreWelcome Chuo

新たな協定校
戦略の策定

維持費用や留学生募集
広報の観点からの見直し
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グローバル・フロンティア計画

国際化の将来構想（Chuo Global -X 計画を含む全体像）
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国際化予算の拡充グローバル化推進
特別予算

縦割りの組織構造を
突破するアプローチ
伴走型支援による

国際化推進
(Global Links)

総点検 協議 課題
設定

継続的
対話

国際化支援
チームの形成
国際化支援

チームの形成

国際化推進体制の
整備（DOPPO）

外国人留学生
受入拡大
950→1500名

戦略的な
予算配分
方針の確立

ファーストステップ計画
留学希望者への支援拡充と
留学に行きたいと思える
環境を整備する

派遣留学促進
1262→2500名

協定校の拡大
130→200校

海外拠点
の活用

英語化をすることの
目的の理解・浸透

外国人等比率の
緩やかな改善

外国語による
授業割合

外国人教員の
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グローバル・
アントレプレナーシップ
イニシアティブ

（Chuo-GEI）

ダイバーシティ＆
インクルージョン教育
国際共修/
国際交流活動等の充実

アントレ
教育の充実

グローバル人材育成/
内なる国際化

早期の留学機運醸成
（BRIDGE）

高大連携の推進

学部 大学院
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　複雑で深刻な社会的諸課題に直面する現代の世界情勢において、その社会的課題を主たる研究対象

とする経済学とその関連諸領域の高度な専門知識を備え、適切な解決策を世に提示しうる人材を養成

することは、社会の要請です。この要請に応えるべく、今般、経済学部の現行４学科（経済学科、経済

情報システム学科、国際経済学科、公共・環境経済学科）を新たに２学科（経済学科、社会経済学科）

へと再編します。

2027年4月、経済学部学科再編へ（設置構想中）※2

2026年4月、理工学部を再編し「基幹理工学部 」「社会理工学部 」
「先進理工学部」の3学部へ（2025年6月現在 設置届出中）※１

　本学は、次世代を拓く「 行動する知性 」を備えた人材養成、すなわち Society5.0の時代に活躍でき

る知性と行動力を備えた人材育成を目指し、2027年4月に多摩キャンパスの立地特性を背景とした「ス

ポーツ情報学部（仮称）」および「情報農学部（仮称）」の開設を予定しています。

　新 2 学部の開設により、中央大学は12学部※4、大学院 8 研究科、専門職大学院 2 研究科、4 附属高

等学校、2 附属中学校と 9 研究所を擁する総合大学・総合学園として、地域や社会との交流を積極的に

推進します。「さらに開かれた中央大学」として、持続可能な社会の実現に貢献いたします。

　IoT、ビッグデータ、A I を活用した技術革新が進み、

気候 変 動やエネルギー、食 料、自然 災害、生 態 系、

少子高齢化、健康・医療等の広く複雑な社会課題が顕

在化するなか、新しい価値を創造し、技術革新を起こ

すことのできる、より高度な能力を持った理工系人材

が求められています。

　中央大学理工学部ではこれまで、時 代の変 遷や社

会の変化に応じて、学科の新設や教育内容の見直しを

行ってきました。

　そして、近年の社会環境の急速な変化にも対応すべく、

グローバルな視点に立ち、社会の課題に積極的に向き

合い、自身で解決策を見出す能力を獲得しようとする姿

勢を持ち続ける人材を育てるため、従来の理工学部を

発展的に再編し、3つの新たな学部を開設します。

「スポーツ情報学部（仮称）」および「情報農学部（仮称）」
 多摩キャンパスに2027年 4月開設予定（設置構想中）※3

「情報農学部（仮称）」概要

経済学科・社会経済学科の特徴

「スポーツ情報学部（仮称）」概要

※1は設置届出中のため、今後の検討により変更する可能性があります。
※2、※3は設置構想中のため、今後の検討により変更する可能性があります。
※4 2026年4月（設置届出中）の基幹理工学部、社会理工学部、先進理工学部 （すべて仮称）を含みます。

学部名称：情報農学部

学科名称：情報農学科

学問分野：農学関係、工学関係

学位名称：学士（情報農学）

入学定員：300名程度

基幹教員：30名程度

設置時期：2027年4月

設置場所：中央大学 多摩キャンパス

2025 年 4月にリニューアルした
後 楽 園キャンパス1号館

カリキュラムイメージ

学部名称：スポーツ情報学部

学科名称：スポーツ情報学科

学問分野：工学関係、経済学関係

学位名称：学士（スポーツ情報）

入学定員：300名程度

基幹教員：30名程度

設置時期：2027年4月

設置場所：中央大学 多摩キャンパス

コース概念図

https://sci-eng.
v.chuo-u.ac.jp/reorg/

▲ 新設 3学部の
　特設 サイトは
　こちらから


